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この文献リストは，今回の調査研究の「実態調査」と「認識調査」の構成を踏まえ，

それぞれに関係する文献を示すものである。対象期間は 2001 年以降に刊行されたものと

なっている。 

「実態調査」に関する部分については，館種別に類型化して示すとともに，あわせて

デジタルレファレンスサービス等について特に区別して示している。この中で，特に今

回の質問紙調査の基礎となった文献としては，全国公共図書館協議会（2004）の実態調

査があり，この他にも杉江（2005），高浪（2004）などが意識された。 

「認識調査」に関係する部分については，「情報ニーズ」と「情報探索行動」に類型化

して示している。「情報ニーズ」に関する文献においては，Higa-Moore, M. L. et al. 

（2002），坂井ら（2003），などが今回の調査研究において意識された。また「情報探索

行動」に関する文献では，Case（2012），三輪（2012）などのほか，ウェブ上やハイブ

リッドな環境での情報行動に迫ったものとして寺井（2011）の研究がある。 

なお本文献リストでは，複数の領域にまたがるものは，どちらか一方に位置づけてい

る。またこの文献リストが網羅的なものとなっていないことは予めお断りしておく。 
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「レファレンスサービスの実態調査に関する文献」 

1.公共図書館を対象としたもの 

1. 桑原芳哉. 特集: 「蔵書」を武器にする: 横浜市立図書館「庁内情報拠点化事業」における

事業の経過と資料提供・レファレンスの現状について. 現代の図書館. 2001-12, 39(4), p. 

198-204. 

2. 池田祥子ほか. 都立中央図書館・新世紀のレファレンスサービス：印刷資料と電子資料の共

用を目指して（平成 13 年度事例分析プロジェクト報告書）. 東京都立中央図書館研究紀要. 

2002, (32), 1-50,巻頭 3p,1-9. 

3. 杉江典子. 公共図書館におけるレファレンスサービスの現状 滋賀県の事例. Library and 
Information Science. 2002-01, (43), p. 1-32. 

4. 東京都立中央図書館情報サービス課. アンケート 区立図書館のレファレンス・サービスに

ついて：「レファレンス・サービスに関するアンケート調査」報告. ひびや. 2002-02, (151), 
p. 32-46. 

5. 新谷良文. 地域に根ざしたビジネス支援事業 SDI(選択的情報提供) 北広島市図書館におけ

るモニター事業の報告. 現代の図書館. 2003-06, 41(2), p. 75-81. 

6. 杉江典子. 東京都多摩地域の公共図書館におけるレファレンスサービスの特性. Library 

and Information Science. 2003-07, (46), p. 37-49. 

7. 斎藤文男. レファレンス･サービス-利用者との関係から考える 85%という哀しみと喜び-公
立図書館におけるレファレンス･サービスの今とこれから-. 現代の図書館. 2003-09, 41(3), 

p. 123-129. 

8. 全国公共図書館協議会. 公立図書館におけるレファレンスサービスに関する実態調査報告

書. 全国公共図書館協議会, 2004, 52p. 

9. 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター. 図書館及び図書館司書の実態に関する調

査研究報告書: 日本の図書館はどこまで「望ましい基準」に近づいたか. 国立教育政策研究

所社会教育実践研究センター, 2004, 126p. 

10. 高浪郁子. 特集: もっとレファレンスをみんなのものに: アンケート 図書館のレファレン

ス・サービスの実態はどうなっているか?. みんなの図書館. 2004-01, 321, p. 10-22. 

11. 高浪郁子. 特集: もっとレファレンスをみんなのものにアンケート: メールレファレン

ス・サービスの真実. みんなの図書館. 2004-01, (321), p. 38-43. 

12. 全国公共図書館協議会. 公立図書館におけるレファレンスサービスの実態に関する研究報

告書. 全国公共図書館協議会, 2005, 121p. 

13. 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター. 図書館及び図書館司書の実態に関する調

査研究報告書 2: 図書館に関する事務事業評価の実態: 都道府県立図書館を中心に. 国立教

育政策研究所社会教育実践研究センター, 2005, 24p. 

14. 杉江典子. 図書館先進地域の市町村立図書館におけるレファレンスサービスの特性-滋賀県

と東京都多摩地域の比較をもとに-. 日本図書館情報学会誌. 2005-03, 51(1), p. 25-48. 

15. 杉江典子. 特集: 図書館における医療・健康情報の提供: わが国の公共図書館による健康情

報提供に関する実態調査. 現代の図書館. 2005-12, 43(4), p. 183-192. 

16. 日本図書館協会. 図書館の情報サービス（レファレンス・サービス）に関する調査報告書. 日
本図書館協会, 2006, 38p. 

17. 杉江典子. 特集: 公共図書館のレファレンスサービス--図書館員と研究者の共同研究から: 
ニューヨーク市クイーンズ区公共図書館における図書館サービス--情報サービスを中心に. 
現代の図書館. 2006-03, 44(1), p. 11-25. 
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18. 中村史子. 特集: 公共図書館のレファレンスサービス--図書館員と研究者の共同研究から: 
公立図書館における地域に関するクイック・レファレンスサービスの要件--立川市中央図書

館の事例調査. 現代の図書館. 2006-03, 44(1), p. 36-45. 

19. 杉江典子. 公共図書館における健康分野のレファレンスブック所蔵状況調査. 現代の図書

館. 2007-09, 45(3), p. 165-175. 

20. 杉江典子. 全国公共図書館協議会によるレファレンスサービス実態調査報告書. 日本図書

館情報学会誌. 200709, 53(3), p. 185-186. 

21. 齊藤誠一. 公立図書館におけるレファレンスサービスの担当組織に関する考察. 日本生涯

教育学会論集. 2008, (29), p. 43-52. 

22. 杉江典子. わが国の市町村立図書館におけるレファレンスサービスの利用者に関する既往

調査の傾向. 日本図書館情報学会誌. 2008-06, 54(2), p. 117-131. 

23. 辻慶太ほか. Q&A サイトと公共図書館レファレンスサービスの正答率比較. 図書館界. 

2010-03, (61)6, p. 594-608. 

24. 芳賀こずえ. 業務分析 インターネット時代のレファレンス--神奈川県立図書館レファレン

ス調査の分析を中心に. 神奈川県立図書館紀要. 2011-03, (9), p. 99-122. 

25. 五十嵐花織, 須賀千絵. レファレンスサービス評価法としての覆面調査の設計と試行: 日本

の公共図書館を対象とした調査方法の提案. 2011-09, (63)3, p. 232-246. 

26. 間部豊, 小田光宏. レファレンス質問への回答を可能にしたレファレンスブックの特性に

関する研究. 日本図書館情報学会誌. 2011-09, (57)3, p. 88-102. 

 

2.大学図書館を対象としたもの 

27. 池谷のぞみほか. 大学図書館におけるレファレンスサービスの実態. 東洋大学社会学研究

所研究報告書. 2001-03, (26), 102p. 

28. 小山憲司. サーチャーの意義 大学図書館におけるレファレンス･サービスとデータベース 

その現状と図書館員の役割. 情報の科学と技術. 2002-03, 52(3), p. 155-161. 

29. 安井裕美子. 日本の大学図書館におけるデジタルレファレンスサービス: 質問紙法による

調査結果の分析を通して. 名古屋大学附属図書館研究年報. 2004-03, (2), p. 63-70. 

30. 安井裕美子. 日本の大学図書館におけるデジタルレファレンスサービス: 質問紙法による

調査結果とその分析. 大学図書館研究. 2004-12, (72), p. 18-29. 

31. 安井裕美子 . 日本の大学図書館におけるデジタルレファレンスサービス . 医学図書館. 

2006-03, 53(1), p. 48-54. 

 

3.公共図書館・大学図書館以外を対象としたもの 

32. 村橋勝子. 組織内“ビジネス・ライブラリー”の現状と課題: ―「経団連レファレンスライ

ブラリー」の例―. 情報管理. 2002, 45(4), p. 260. 

33. 大場利康, 鈴木 宏宗. 特集: レファレンス・サービス--利用者との関係から考える: 国立

国会図書館におけるレファレンス・サービスの現状. 現代の図書館, 2003-09, 41(3), p. 

143-153. 

34. 愛知県勤労会館労働図書資料室. 専門図書館としてレファレンス協同データベースに期待

すること--労働図書資料室の現状と課題 （レファレンス協同データベース事業のこれから

--システム提供開始から 5年目を迎えるにあたって）. 国立国会図書館月報. 2008-02, (563), 
p. 26-27. 

35. 大鍋千香子. 特集: 企業の情報部門の現状と展望: 名古屋アメリカンセンター・レファレン

ス資料室の概要と現状. 情報の科学と技術. 2010-01, 60(1), p. 23-28. 
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4.デジタルレファレンスサービスを対象としたもの 

36. CHAUDHRY A. S., CHOO M. Understanding of library jargon in the information 
seeking process. J Inf Sci. 2001, 27(5), p. 343-349. 

37. 伊藤りさ. 米国公共図書館における電子メールレファレンスの実態調査. カレントアウェ

アネス. 2001-04, (260), p. 5-6. 

38. 東京都立中央図書館情報サービス課. アンケート 区立図書館のレファレンス・サービスに

ついて:「レファレンス・サービスに関するアンケート調査」報告. ひびや. 2002-02, (44), p. 
32-46. 

39. JANES J. Digital Reference: Reference Librarians' Experiences and Attitudes. J Am Soc 

Inf Sci Technol. 2002-05, 53(7), p. 549-566. 

40. 中尾康朗. デジタルレファレンスの動向とその可能性: 米国における調査をもとに. 大学

図書館研究. 2002-08, 65, p. 11-22. 

41. 高橋昇. “E-reference Directory of Japan：日本の図書館における e-reference 調査（中間

報告.”. デジタル時代のレファレンス：日本研究情報を中心として. 国際交流基金, 2003, p. 
69-70. 

42. 伊藤民雄. 特集: デジタル・レファレンス: 日本のデジタル・レファレンス・サービスの現

状. 大学の図書館. 2003-09, 22(9), p. 154-156. 

43. POMERANTZ J et al. The current state of digital reference: validation of a general 

digital reference model through a survey of digital reference services, Inf Process Manag. 
2004-03, 40(2), p. 347-363. 

44. 伊藤民雄. インターネットで文献検索＋デジタル・レファレンスの現状. 館灯. 2004-03, 

(42), p. 1-12. 

45. 堀込靜香. デジタルレファレンスサービス DRS の現状と考察: レファレンスサービスの新

展開とレファレンス事例の公開. 鶴見大学紀要 第 4 部 人文・社会・自然科学篇. 2004-03, 

(41), p. 27-53. 

46. 杉江典子. 動向レビュー 米国におけるデジタルレファレンスサービスの動向. カレントア

ウェアネス. 2004-09, (281), p. 12-15. 

47. SHACHAF Pnina et al. Service Equality in Virtual Reference. J Am Soc Inf Sci Technol. 
2008-02, 59(4), p. 535-550. 

48. WESTBROOK Lynn. Unanswerable questions at the IPL: user expectations of e-mail 

reference. J Doc. 2009, 65(3), p. 367-395. 

49. 辻慶太ほか. 公共図書館デジタルレファレンスサービスの正答率調査: 対面式及び Q&A サ

イトとの比較を通じて. 図書館界. 2011-01, 62(5), p. 348-363. 

 

5.その他 

50. 今野篤. レファレンス協同データベース実験事業について. 専門図書館. 2003, (199), p. 

9-20. 

51. レファレンス協同データベース・システムの現状と展望. 国立国会図書館月報. 2004-05, 
(518), p. 16-21. 

52. 阿久津聡. 文書館におけるレファレンスの現状と課題--群馬県立文書館の実践とアンケー

ト調査結果から. 双文. 2007, (24), p. 27-56. 

53. 田村俊作. 特集: レファレンス再考: レファレンス再考. 情報の科学と技術. 2008, 58(7), p. 

322-328. 

54. 伊藤白, 小澤弘太. 国内における Web 上パスファインダーの現況調査. 情報の科学と技術, 
2008, 58(7), p. 361-366. 
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55. 原田智子. ハイブリッドライブラリー時代のレファレンスサービスに呼応する司書養成教

育. 鶴見大学紀要. 第 4 部 人文・社会・自然科学編. 2008-03, (45), p. 77-88. 

56. 石原眞理. 質の高いレファレンス・サービスの概念--図書館職員と非営利分野のヒューマン

サービス従事者へのインタビュー調査を基に. 三田図書館・情報学会研究大会発表論文集. 
2010, (2010), p. 37-40. 

 

「情報ニーズ・情報探索行動に関する文献」 

1.情報ニーズに関するもの 

1.1 公共図書館・大学図書館・学校図書館における情報ニーズを対象としたもの 

57. HIGA-MOORE M L et al. Use of focus groups in a library's strategic planning process. J 
Med Libr Assoc. 2002-01, 90(1), p. 86-92. 

58. 坂井華奈子ほか. 公共図書館サービスに対する利用者選好：コンジョイント分析を利用して. 

図書館情報メディア研究. 2003, 1(2), p. 15-33. 

59. 中村和彦. 大学図書館の利用に影響する要因は何か？：利用者特性と状況が図書館利用や情

報探索行動に及ぼす影響. 南山大学図書館紀要. 2003-05, (8), p. 3-25. 

60. 常世田良. 視点: 社会の変化と図書館 1: 情報ニーズと図書館. 情報管理. 2005, 48(4), p. 
240-242. 

61. 松戸宏予. イギリスの特別なニーズ教育と学校図書館の関わり: 社会背景と学校図書館調

査事例をもとに. 図書館情報メディア研究. 2005, 3(1), p. 89-120. 

62. 杉江典子. 図書館における医療･健康情報の提供 わが国の公共図書館による健康情報提供

に関する実態調査. 現代の図書館. 2005-12, 43(4), p. 183-192. 

63. 平紀子. 特集: 創立 50 周年記念日本薬学図書館協議会研究集会(平成 17 年度) テーマ:医薬

情報スペシャリストとしてスキルアップ: 事例報告 新しい時代の医薬情報スペシャリス

ト: 地域住民の専門情報ニーズに応える専門図書館-大学機能の拡大に向けて. 薬学図書館. 

2006, 51(1), p. 24-30. 

64. 平田泰子. 公共図書館の多文化サービスを進めるために--情報ニーズ調査の必要性. カレ

ントアウェアネス. 2008-06, (296), p. 2-4. 

65. 櫻井由佳. 特集: ［平成 21 年度専門図書館協議会］全国研究集会 チェンジ!!新たな専門図

書館をめざして （第 4 分科会 どうする、どうなる、人材活用と育成）: 読後コメントの

活用とその効用--図書室内の情報を社内に開き、利用者のニーズを図書室に反映させる. 専

門図書館. 2009, (237), p. 73-78. 

66. 唯野貢司. 平成 21 年度日本薬学図書館協議会総会 地域連携における医薬情報の収集・提供

について. 薬学図書館. 2009, 54(4), p. 260-264. 

67. 原真由美ほか. 保育者の情報ニーズと情報収集について--保育者支援のための本学［横浜女

子短期大学］図書館の役割. 横浜女子短期大学研究紀要. 2010, (25), p. 91-106. 

68. 南俊朗. 図書館利用者理解への試み--貸出データを通して探る利用者プロフィール. 九州

大学附属図書館研究開発室年報. 2010, (2010), p. 9-18. 

69. 秋山美紀. 地域協働型のがん情報提供の試み:慶應義塾大学からだ館がん情報ステーション. 
医学図書館. 2010-06, 57(2), p. 193-198. 

70. McDonald Kurtis. 在米留学生の図書館におけるニーズ及び情報ニーズ. 神戸女学院大学

論集. 2010-12, 57(2), p. 85-98. 

71. 西浦ミナ子. 筑波大学附属図書館における学問領域別に見る利用者ニーズ. 三田図書館・情

報学会研究大会発表論文集. 2011, (2011), p. 13-16. 
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72. 長谷川幸代. 情報サービスの利用･非利用の要因の仮説と分析：公共図書館の利用者･非利用

者のインタビューとアンケートによる実態調査と分析. 情報プロフェッショナルシンポジ

ウム予稿集. 2011-01, (8), p. 111-115. 

 

1.2 特定の人物・団体・層における情報ニーズを対象としたもの 

73. ADAMS M. The Latest and the Best: Information Needs of Pharmacists. Sci Technol 

Libr. 2001, 21(3-4), p. 87-99. 

74. HALLMARK J. Information-Seeking Behavior of Academic Meteorologists and the Role 
of Information Specialists. Sci Technol Libr. 2001, 21(1-2), p. 53-64. 

75. JEROME R N et al. Information needs of clinical teams: analysis of questions received 
by the Clinical Informatics Consult Service. Bull Med Libr Assoc. 2001-04, 89(2), p. 
177-184. 

76. ROWLAND F, RUBBERT I. An evaluation of the information needs and practices of 
part-time and distance-learning students in the context of educational and social 
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